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仙台平野における2011年東北地方太平洋沖地震津波の浸水域：貞観地震津波との比
較
Inundation area by the 2011 Tohoku earthquake tsunami in Sendai plain: comparison to
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2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震とその後の津波は東日本全域に大きな影響を及ぼし，特に岩手・宮
城・福島の各県では甚大な津波被害をもたらした．地震の規模はM 9.0と推定され（USGS），日本国内では観測史上最
大，世界でも史上 4番目の規模の地震となった．津波遡上の高さは，三陸沿岸で最大 40 mに達し，仙台平野以南の沿岸
でも海岸付近の津波の高さが 10 m以上であったと推定されている（東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ）．ま
た，標高の低い平野部では地震による地盤沈降も重なり，海岸から数 kmまで津波の浸水が及んでいる（国土地理院）．
仙台市での津波の高さは，若林区荒浜の海岸付近で約 10 mである（東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ）．

また，東北大学による津波後の調査では，海岸から 2 kmの内陸部での浸水高は 2.8 m前後であった。仙台東部道路の盛
り土により津波の浸入が遮られた箇所もあったが，道路開口部や高架橋部分では，内陸側への遡上が起こっている．東
北大学では，津波後に現地調査を行い，高架橋部分の陸側に位置し，海岸から 5 km以上離れた若林区霞の目付近まで浸
水の痕跡を特定した．この結果は，国土地理院による衛星画像・航空写真の判読による浸水範囲ともほぼ一致している．
従って，東部道路が無い場合，今回の津波による浸水範囲は，仙台平野全域で 5 km程度まで達したと推測される．
今回と同様に，東北地方に大津波をもたらした歴史上の地震の１つとして，869年貞観地震が知られている（渡邊，

2001）．貞観津波による堆積物は，仙台湾北部の石巻平野から福島県北部にかけての沿岸地域に分布している（例えば，
Minoura & Nakaya, 1991；菅原ほか，2001；澤井ほか，2007；宍倉ほか，2007）．貞観津波による堆積物は，仙台平野で
は現在よりも約 1 km内陸側にある当時の海岸線から，最大 3 kmまで分布する（菅原ほか，2010）．菅原（2011）では，
津波堆積物の分布とその堆積学的特徴を考慮して貞観津波の特性を推定し，数値シミュレーションで貞観津波の浸水域
を復元している．断層長さ 200 km，幅 85 km，滑り量 6.1 m（M 8.35）を仮定した場合の浸水域は，当時の海岸線から
約 3.5 kmとなり，津波堆積物の分布と特徴に一致する結果となる．貞観津波の津波高は，海岸線付近で約 7 m，海岸か
ら約 2 kmの内陸部で 2.5 mであったと推定される．
仙台平野での調査結果に基づいて比較を行うと，2011年の津波による浸水域（浸水距離）は貞観津波よりも 2 km程

度大きく，海岸での津波高は 3 m程度，内陸部の浸水高も数 10 cm上回っていると考えられる．
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